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　「
恩
送
り
」
時
々
耳
に

す
る
言
葉
で
は
あ
る
が
、

手
も
と
の
辞
典
類
に
は
掲

載
さ
れ
て
い
な
い
。「
恩

返
し
」
と
は
異
な
る
意
味

合
い
で
使
わ
れ
て
い
る
よ

う
だ
。
お
返
し
で
な
く
不

特
定
多
数
へ
恩
を
繋
ぐ
こ

と
で
あ
る
と
思
う
●
退
公

連
の
「
恩
送
り
」
と
は
何

だ
ろ
う
か
。
戦
況
が
著
し

く
悪
化
し
食
べ
る
も
の
に

も
事
欠
く
時
に
「
欲
し
が

り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
」

を
教
え
込
ま
れ
る
な
か
敗

戦
を
迎
え
ま
し
た
●
新
潟

県
教
育
界
の
長
老
片
山
三

男
三
氏
を
中
心
に
昭
和
２３

年
２
月
「
全
国
恩
給
増
額

期
成
同
盟
」
結
成
。
同
５

月
第
１
回
全
国
大
会
開
催

(

道
府
県
６００
余
名
参
加)

。 

物
価
高
騰
、
三
度
の
食
事

に
も
事
欠
く
な
か
草
創
の

先
輩
方
の
強
烈
な
熱
量
に

熱
い
恩
義
を
感
ず
る
●

今
、私
た
ち
の
「
恩
送
り
」

は
会
員
増
加
を
第
一
と
し

先
輩
か
ら
の
恩
を
後
輩
へ

送
る
に
尽
き
る
●
定
年
退

職
者
が
出
な
い
年
は
、
相

手
が
い
な
い
な
ど
と
言
い

訳
し
な
い
で
草
の
根
分
け

て
も
入
会
意
志
の
あ
る
人

を
探
し
出
す
。
併
せ
て
中

途
退
会
者
の
慰
留
は
粘
り

強
く
「
ア
ナ
タ
の
存
在
が

退
公
連
の
力
で
す
」
と
の

真
心
の
訴
え
が「
恩
送
り
」

の
果
実
と
な
る
。 

（
Ｓ
）

年頭所感

知
恵
と
行
動
力
で
誇
り
と
安
心
の
退
公
連
に

知
恵
と
行
動
力
で
誇
り
と
安
心
の
退
公
連
に

一
般
財
団
法
人 

日
本
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
鴨
下
　
一
郎

国
会
議
員
代
理
参
会
の
皆
様

国
会
議
員
代
理
参
会
の
皆
様

決　
　
　

議

一　

年
金
制
度
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
た
め　

安
定
し
た
雇
用
と
着
実
な
経
済
成
長
に
よ
る
税
収
及

び
保
険
料
収
入
等
の
増
加
を
図
る
こ
と

一　

超
高
齢
社
会
・
人
口
減
少
社
会
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
の
働
き
方
の
選
択
に
対
応
す
る
年
金

制
度
の
確
立
を
図
る
こ
と

一　

女
性
が
働
き
易
い
環
境
を
整
え
る
た
め　

育
児
休
業
制
度
の
充
実　

子
育
て
に
伴
う
家
計
負
担
の

軽
減
策
及
び
社
会
全
体
が
子
育
て
支
援
に
積
極
的
に
参
画
す
る
方
策
を
講
じ
る
こ
と

一　

現
役
世
代
の
手
取
り
賃
金
に
対
す
る
年
金
給
付
水
準
の
比
較
に
当
た
っ
て
は　

各
種
の
保
険
料
等

を
控
除
し
た
も
の
で
行
う
こ
と

一　

医
療
・
介
護
保
険
料
の
改
定
に
当
た
っ
て
は　

高
齢
者
の
負
担
が
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮

す
る
こ
と

一　

被
災
地
の
復
興　

地
域
福
祉
の
増
進　

青
少
年
の
健
全
育
成　

伝
統
文
化
の
振
興
に
貢
献
し　

生

き
が
い
と
健
康
を
手
に
す
る

一　

組
織
の
拡
充
と
活
性
化
に
尽
力
し
退
公
連
の
社
会
的
認
知
を
高
め
る

　
　
　

右
決
議
す
る

　
　
　
　
　
　

令
和
五
年
十
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
般
財
団
法
人　

日
本
退
職
公
務
員
連
盟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
五
年
度　

全 

国 

大 

会

全国大会
（令和５年１０月２５日）

満場一致で下記の決議が承認された

続報
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　
退
公
連
会
員
の
皆
様
及

び
ご
家
族
の
皆
様
お
健
や

か
に
越
年
さ
れ
た
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
の
日
公
連
へ
の
ご

協
力
を
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
、
世
界
で

収
束
し
始
め
ま
し
た
が
、

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

他
に
中
東
で
も
戦
が
始
ま

り
、
民
間
人
の
殺
傷
や
施

設
の
破
壊
が
、
毎
日
テ
レ

ビ
画
面
に
絶
え
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
人
道
の

危
機
」
と
マ
ス
コ
ミ
が
叫

ん
で
も
む
な
し
く
響
き
ま

す
。
国
家
や
民
族
、
文
化

を
越
え
て
人
が
理
解
し
合

う
仕
組
み
は
こ
の
地
球
上

に
つ
く
れ
な
い
も
の
か
と

心
底
思
い
ま
す
。

誰
か
の
た
め
に

　「『
助
け
て
』
と
声
を
上

げ
て
無
理
を
さ
れ
な
い
よ

う
に
ネ
」。
父
の
介
護
が

始
ま
っ
た
と
き
、
会
員
の

方
か
ら
私
に
届
い
た
メ
ー

ル
で
す
。（
県
連
会
報
よ

り
）

　
些
細
な
気
配
り
で
す
。

し
か
し
そ
の
背
後
に
は
、

豊
か
な
利
他
の
心
の
広
が

り
が
思
わ
れ
ま
す
。

　
多
く
の
人
は
退
職
後
お

よ
そ
２０
年
は
生
き
ま
す
。

　
２０
年
を
ど
う
生
き
る
か

が
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の

課
題
で
す
。「
趣
味
に
」「
新

た
な
仕
事
に
」
と
、
様
々

な
生
き
方
を
考
え
ら
れ
る

で
し
ょ
う
が
、そ
の
中
に
、

一
つ
「
誰
か
の
た
め
に
」

を
入
れ
て
お
く
こ
と
も
大

事
で
す
。

　「
困
っ
て
い
る
人
、
体

の
弱
い
人
、
不
運
の
人
に

親
切
に
す
る
、
お
節
介
を

す
る
。
そ
れ
が
人
の
務
め

だ
」と
い
う
人
が
い
ま
す
。

退
公
連
の
信
条

　
日
公
連
・
退
公
連
に
は

「
人
の
た
め
に
」と
い
う
信

条
が
あ
り
ま
す
。
従
来
か

ら
、
元
気
な
会
員
は
年
金

制
度
改
革
の
対
応
や
、
子

育
て
の
手
伝
い
に
、
経
験

を
活
用
し
て
教
育
の
一
端

を
担
い
、
福
祉
施
設
の
慰

問
、
高
齢
世
帯
の
見
守
り

等
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

新
し
い
退
公
連
像

　
こ
れ
か
ら
は
、
自
ら
の

生
活
を
守
り
、
心
が
通
い

合
う
地
域
社
会
づ
く
り

に
、
さ
ら
に
努
力
す
る
と

と
も
に
、
今
の
社
会
で
生

き
て
い
く
、
続
く
世
代
が

社
会
保
障
制
度
の
恩
恵
を

受
け
て
、
幸
せ
に
生
き
る

姿
を
描
い
て
行
動
す
る
、

新
し
い
退
公
連
像
を
示
し

て
い
こ
う
と
し
て
い
ま

す
。

会
員
の
方
々
の
健
康
と
活

躍
を
祈
っ
て

　
人
は
、
年
齢
と
共
に
心

身
の
機
能
の
低
下
は
避
け

ら
れ
な
い
。
誰
か
の
、
或

い
は
所
属
す
る
組
織
や
公

の
力
を
借
り
る
時
が
い
ず

れ
来
ま
す
。
日
公
連
は
そ

の
こ
と
を
予
想
し
て
、
介

護
施
設
に
入
所
・
転
所
の

手
伝
い
を
し
た
り
、
傷
害

保
険
や
鍵
、
ガ
ラ
ス
、
水

回
り
の
保
守
等
の
サ
ー
ビ

ス
を
手
軽
に
受
け
ら
れ
る

福
利
厚
生
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
会
員
の
方
々
に
は
、
日

本
人
の
平
均
の
健
康
寿
命

ま
で
の
生
き
方
の
プ
ラ
ン

を
立
て
て
、
心
身
の
ケ
ア

を
し
て
、
認
知
症
か
ら
も

逃
げ
切
っ
て
、
さ
ら
に
健

康
寿
命
を
延
ば
す
努
力
を

促
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
健
康
な
時
も
そ
う
で
な

い
と
き
も
頼
り
に
な
る
組

織
、
人
生
最
期
ま
で
付
き

合
え
る
組
織
、「
入
っ
て

よ
か
っ
た
」「
会
員
の
誇

り
と
安
心
が
持
て
る
」
団

体
に
な
る
べ
く
会
員
の
皆

様
と
共
に
努
力
し
た
い
と

念
じ
ま
す
。

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

衆
議
院

青
山
周
平
　
　
青
山
大
人

麻
生
太
郎
　
　
あ
べ
俊
子

石
原
正
敬
　
今
枝
宗
一
郎

上
田
英
俊
　
　
江
渡
聡
徳

遠
藤
良
太
　
　
大
島
　
敦

落
合
貴
之
　
　
勝
目
　
康

金
子
恵
美
　
　
河
西
宏
一

北
神
圭
朗
　
　
木
原
　
稔

吉
良
州
司
　
　
工
藤
彰
三

源
馬
謙
太
郎 

小
宮
山
泰
子

佐
藤
公
治
　
　
鈴
木
馨
祐

た
が
や
亮
　
　
田
中
　
健

田
中
良
生
　
　
武
田
良
太

辻
　
清
人
　
　
寺
田
　
稔

中
谷
真
一
　
中
曽
根
康
隆

中
野
英
幸
　
　
橋
本
　
岳

平
沼
正
二
郎
　
福
重
隆
浩

藤
原
　
崇
　
　
古
川
禎
久

細
田
博
之
　
　
掘
井
健
智

牧
原
秀
樹
　
　
松
本
　
尚

三
ッ
林
裕
巳
　
宮
澤
博
行

宮
本
　
徹
　
　
簗
　
和
生

柳
本
　
顕
　
　
山
口
　
壯

山
崎
　
誠
　
　
山
田
賢
司

笠
　
浩
史
　
　
若
林
健
太

鷲
尾
英
一
郎
　
　
　
　
　

参
議
院

伊
藤
孝
恵
　
打
越
さ
く
良

大
家
敏
志
　
嘉
田
由
紀
子

片
山
大
介
　
　
小
林
一
大

櫻
井
　
充
　
塩
村
あ
や
か

清
水
真
人
　
　
柴
田
　
巧

末
松
信
介
　
　
高
木
真
理

堂
込
麻
紀
子
　
長
峯
　
誠

平
山
佐
知
子
　
星
　
北
斗

藤
井
一
博
　
　
古
川
俊
治

舞
立
昇
治
　
　
三
宅
伸
吾

森
ま
さ
こ
　
　
森
屋
　
宏

山
本
佐
知
子
　
横
沢
高
徳

自
民
党「
予
算
と
税
制
等

に
関
す
る
政
策
懇
談
会
」

　
昨
年
１１
月
９
日
、
表
記

の
懇
談
会
に
、
小
松
専
務

と
松
本
理
事
が
参
加
。

　
国
家
公
務
員
総
合
職
、

小
・
中
・
高
等
学
校
の
教

員
志
望
者
の
減
少
は
国
家

の
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。

　
人
事
院
や
自
治
体
の
努

力
に
目
を
向
け
て
、
複
雑

化
す
る
世
界
情
勢
の
渦
中

で
国
の
舵
取
り
が
で
き
る

若
者
、
子
供
の
成
長
に
期

待
と
喜
び
を
感
ず
る
若
者

が
、
公
務
員
を
目
指
す
環

境
づ
く
り
に
官
と
民
が
協

働
で
き
る
施
策
を
と
、
日

公
連
の
「
要
望
事
項
」
に

基
づ
い
て
主
張
し
た
。
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会
員
の
広
場

史跡探訪ハイキング

親睦日帰りバスツアー

ボ
ッ
チ
ャ
で
三
世
代
交
流

懇
話
会
で
の
素
敵
な

出
会
い

　
　
　
　
◆
　
短
　
歌
　
◆

老
い
て
な
ほ
歌
詠
み
句
作
を
重
ね
つ
つ

新
た
な
自
己
と
出
会
ふ
が
た
の
し

�

岐
阜
県　
木
村
康
男

話
し
手
の
口
許
を
見
て
意
味
を
と
る

聞
こ
え
ぬ
人
の
努
力
尊
し

�

兵
庫
県　
平
山　
進

わ
が
ま
ま
を
聞
い
て
も
ら
っ
て
あ
り

が
と
う
あ
な
た
の
意
見
肝
に
銘
じ
て

�

和
歌
山
県　
里
神
賢
幸

「
佐
賀
産
」
と
書
か
れ
し
箱
に
わ
が

家
産
ミ
カ
ン
柚
子
詰
め
娘
に
お
く
る

�

京
都
府　
中
川
文
和

冬
日
向
縁
台
将
棋
の
爺
二
人

�

愛
知
県　
安
井
俊
夫

　
　
　
　
◆
　
川
　
柳
　
◆

病
名
は
長
生
き
し
過
ぎ
と
医
者
笑
う

�

愛
知
県　
小
笠
原
幸
男

陰
徳
の
利
息
は
君
に
引
き
継
が
れ

�

栃
木
県　
益
子
悟
美

小
昼
時
に
庭
師
の
好
み
観
察
し

三
時
の
茶
受
け
に
新
香
ふ
や
す

�

茨
城
県　
額
賀　
旭

　
　
　
　
◆
　
俳
　
句
　
◆

ま
だ
開
か
ぬ
眼ま

な
こ

に
叱
咤
霜
一
面

�
宮
城
県　
平
岡
良
一

今
ま
で
の
い
つ
か
使
う
が
溜
ま
っ
て
る

�

茨
城
県　
櫻
井
康
雄

老
夫
婦
隣
近
所
も
相
談
所

�

千
葉
県　
吉
野
梓
楼

予
報
士
も
や
っ
て
い
る
か
も
靴
飛
ば
し

�

茨
城
県　
前
野
平
八
郎

目
覚
む
れ
ば
雪
の
明
か
り
や
枕
元

�

山
形
県　
上
野
直
樹

千
年
の
村
の
鎮
守
や
柊
の
花

�

茨
城
県　
金
子
弘
毅

藁わ
ら

集
め
焼
芋
せ
し
日
目
に
浮
か
ぶ

�

岐
阜
県　
髙
橋
良
明

心豊かに心豊かに

　
昨
年
の
十
月
二
十
五

日
、
日
本
退
職
公
務
員

連
盟
全
国
大
会

に
参
加
し
た
。

　
全
国
各
県
か

ら
役
員
や
会
員

の
代
表
が
集
う

こ
の
大
会
に
、
参
加
す

る
度
に
思
い
感
ず
る
事

が
あ
る
。

　
『「
一
隅
を
照
ら
す
」

灯
り
が
一
堂
に
会
し
、
万

燈
の
灯
り
と
な
り
会
場
を

埋
め
尽
く
し
て
い
る
』と
。

　
毎
年
、
沖
縄
県
退
職
校

長
会
と
共
催
で
行
う
善
行

児
童
生
徒
表
彰
式
で
『
皆

さ
ん
は
、「
一
隅
を
照
ら

す
国
の
宝
」
で
あ
る
』
と

述
べ
た
。

　
沖
縄
県
退
職
公
務
員

連
盟
会
長
と
し
て
、
今

で
き
る
事
を
、
地
域
で

は
健
康
増

進
も
兼
ね

て
、
早
朝

の
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
後

に
地
域
の
「
や
さ
し
い

花
咲
か
爺
さ
ん
」
に
な

り
、
日
々
を
楽
し
ん
で

い
る
。

「
一
隅
を
照
ら
す
」

今
で
き
る
こ
と
を

沖
縄
県
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
長
嶺
明
浩

私
の
ひ
と
こ
と

事
務
局
短
信

　
い
き
い
き
と
活
躍
さ
れ
て
い
る
高
齢
の
方
々
に
出
会
え
た
の
は
、
私
の
財
産
で
す
。
支
部
活
動
に
か
か
わ

っ
た
お
陰
だ
と
思
い
ま
す
。
巡
り
合
い
の
不
思
議
を
感
じ
つ
つ
、
出
会
い
で
学
ん
だ
こ
と
を
人
生
の
道
標
と

し
て
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
で
す
。

�

香
川
県
退
職
公
務
員
連
盟
大
川
支
部
長
　
六む

ぐ
る
ま車

　
健

いきいき退公連

香川県連の巻

「
退
公
連
は
何
を
し
て
い
る
か

分
か
ら
な
い
の
で
や
め
ま
す

！
」
と
言
わ
れ
、
次
々
に
退
会

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
は
ダ
メ
だ
と
思
い
支

部
長
を
始
め
理
事
の
皆
さ
ん
の

協
力
で
始
め
た
の
が
、
年
１
回

発
行
す
る
『
退
公
連
い
た
み
』

の
充
実
と
新
た
に
年
３
回
発
行

す
る
『
活
動
報
告
』
で
し
た
。

　
今
で
は
紙
面
が
カ
ラ
ー
版
で

　
私
の
住
む
街
、
伊
丹
市
は
兵

庫
県
の
南
東
部
大
阪
空
港
に
面

し
、
江
戸
時
代
か
ら
酒
造
り
の

街
と
し
て
栄
え
る
人
口
約
２０
万

人
の
街
で
す
。

退
公
連
に
入
会
し
て
…

　
平
成
１１
年
定
年
退
職
と
同
時

に
入
会
し
、
５
年
後
か
ら
お
世

話
を
す
る
理
事
と
な
り
ま
し

た
。
ま
ず
思
っ
た
の
は
会
員
数

の
減
少
で
す
。
会
員
さ
ん
か
ら

美
し
く
な
り
、
多
く
の
会
員
の

投
稿
が
見
ら
れ
、
退
会
会
員
の

歯
止
め
と
共
に
会
員
同
士
の
交

流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
部
活
動
の
思
い
出
…

　
支
部
役
員
を
引
退
し
た
今
、

思
う
こ
と
は
、
楽
し
ん
で
活
動

し
て
き
た
な
と
言
う
こ
と
で

す
。

　
史
跡
に
憧
憬
の
深
い
先
輩
が

支
部
で
企
画
し
ま
し
た
。

　
９０
歳
代
の
女
性
会
員
は

「
校
歌
な
ら
今
も
歌
え

る
。」
と
ば
か
り
に
当
時

い
き
い
き
高
齢
者
と
の
出
会
い

い
き
い
き
高
齢
者
と
の
出
会
い

支
部
役
員

支
部
役
員
９９
年
を
振
り
返
っ
て

年
を
振
り
返
っ
て

２３
年
間
を
振
り
返
え
る
…

　
　
　
　
私
の
退
公
連
活
動

兵
庫
県
退
職
公
務
員
連
盟
元
支
部
長
　
田
中
　
登
　

の
教
育
事
情
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。（
平
成
３０
年

１０
月
１４
日
）

　
９０
歳
近
く
の
男
性
会
員

多
く
、
ど
な
た
が
説
明
責
任
者

か
解
ら
な
く
な
っ
た
「
史
跡
探

訪
ハ
イ
キ
ン
グ
」、
県
の
観
光

助
成
を
受
け
な
が
ら
の
「
親
睦

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」、
話
に

花
が
咲
き
運
動
を
忘
れ
て
し
ま

い
そ
う
な
「
ほ
ほ
え
み
の
会
卓

球
」等
々
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

　
今
で
は
会
員
増
に
大
き
な
役

割
を
果
た
す
活
動
と
な
っ
て
い

ま
す
。

支
部
長
・
県
副
会
長
と
な
っ
て

　
組
織
と
し
て
の
活
動
は
一
人

で
は
出
来
ま
せ
ん
。
会
員
や
支

部
の
役
員
の
皆
さ
ん
で
作
り
上

げ
る
も
の
で
す
。
先
輩
諸
氏
の

功
績
に
感
謝
・
感
謝
で
す
。

　
県
の
副
会
長
と
し
て
の
６
年

間
は
、
日
公
連
の
全
国
大
会
や

国
会
議
員
へ
の
陳
情
、
全
国
組

織
部
長
研
修
会
等
を
通
し
て
、

運
動
の
大
切
さ
と
共
に
全
国
の

現
状
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　
そ
れ
に
し
て
も
今
は
、
会
員

増
が
緊
急
か
つ
重
要
な
退
公
連

の
課
題
で
あ
る
と
身
に
染
み
て

感
じ
ま
す
。

ッ
プ
に
よ
り
規
約
の
制

定
、
役
員
の
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
や
活
動
内
容
の
充
実

等
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
３
年
後
、
当
支
部
が

県
研
修
会
を
担
当
す
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
時
の
講
演
講
師
は

９０
歳
間
近
。
教
員
退
職
後

に
林
業
家
と
な
り
「
軽
ト

ラ
で
林
の
中
を
走
っ
て
い

る
。
毎
日
が
新
鮮
な
一
年

生
の
気
分
。」
と
い
う
元

気
溌
剌
さ
で
し
た
。

　
こ
れ
を
機
に
、
高
齢
会

員
の
話
を
聞
く
懇
話
会
を

　
日
公
連
新
聞
の
届
け
先

に
、
１００
歳
を
過
ぎ
て
も
車

を
運
転
し
県
内
各
地
の
囲

碁
大
会
に
出
か
け
て
い
る

方
が
い
ま
し
た
。

　
同
じ
く
９０
歳
代
で
俳
句

欄
に
投
句
常
連
の
方
は
、

新
聞
が
届
く
の
を
心
待
ち

に
し
て
い
ま
し
た
。

　
二
人
か
ら
折
々
に
話
を

伺
う
に
つ
け
、
生
き
が
い

が
健
康
長
寿
に
つ
な
が
る

の
だ
と
知
り
ま
し
た
。

　
私
が
入
会
し
即
役
員
と

な
っ
た
時
、
当
時
の
支
部

長
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ

は
、
一
町
歩
（
１
ｈａ
）
の

田
畑
を
昔
の
農
具
を
使
っ

て
耕
作
す
る
傍
ら
小
学
校

で
畑
の
先
生
を
し
、
週
４

回
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
勤

し
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。

八
面
六
臂
の
活
躍
で
す
。

（
令
和
元
年
１０
月
１２
日
）

　
懇
話
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
中
断
さ
れ
ま
し
た
が

再
開
の
今
年
度
も
素
敵
な

出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
服
飾
教
育
７０
年
、
服
装

博
物
館
も
開
い
た
方
の
お

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。「
手
間
を
か
け
て

そ
の
人
の
こ
と
を
思
っ
て

叱
り
、
ほ
め
る
。
声
を
か

け
た
そ
の
一
言
で
一
生
が

決
ま
る
。」
と
。（
令
和
５

年
１１
月
４
日
）

　
こ
れ
か
ら
も
新
聞
を
配

り
つ
つ
、
新
た
な
出
会
い

を
重
ね
た
い
も
の
で
す
。

　「
心
豊
か
に
」
の
欄
に
、

新
た
に
参
加
さ
れ
る
方
を

お
待
ち
し
ま
す

　
人
の
言
葉
や
行
い
、
風

の
音
や
冷
た
さ
、
朝
日
を

は
じ
く
畑
の
野
菜
、「
お

め
で
と
う
」
の
子
供
の
声

に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
、
感

動
さ
れ
た
こ
と
、
不
思
議

に
思
わ
れ
た
こ
と
を
歌
に

し
て
句
に
し
て
投
稿
さ
れ

ま
せ
ん
か
。

小
春
日
に
妻
の
居
眠
り
に

声
か
け
ず�

今
野
金
哉

麻
痺
が
あ
り
ま
ま
に
な
ら

な
い
右
足
も
わ
れ
の
一
部

と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す

�

平
山　
進

年
金
者
金
の
か
か
ら
ぬ
趣

味
探
す�

榎
本
岩
雄

　
当
コ
ー
ナ
ー
は
会
員
の

交
流
と
学
び
合
い
の
広
場

で
す
。
会
員
の
方
々
の
中

で
休
眠
中
の
歌
ご
こ
ろ
、

句
ご
こ
ろ
が
目
覚
め
て
、

言
葉
が
紡
が
れ
、
新
聞
紙

上
で
学
び
合
い
が
始
ま
っ

て
、
皆
さ
ん
の
繋
が
り
が

よ
り
深
く
強
く
な
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。

一
行
の
心
を
籠
め
し
年
始

状�

高
浜
虚
子
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